
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
、
毎
年
11
月
９
日
か
ら

15
日
ま
で
「
秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
予
防
へ
の
心
構
え

を
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
火
災
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
、
火
災
防
御
訓
練
を
は

じ
め
、
街
頭
啓
発
な
ど
の
火
災
予
防
に
関

連
す
る
各
種
行
事
を
実
施
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

は
、「
ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！
で
確
認 

火
の
用
心
」
で
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を
防

ぎ
、
命
を
守
る
た
め
に
住
宅
火
災
警
報
器

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
日
頃
か
ら

火
の
元
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
も
火
災
予
防
啓
発
の
一
環
と
し

て
、
火
災
予
防
に
関
す
る
「
標
語
・
俳
句
・

短
歌
・
川
柳
」
を
募
集
し
ま
す
。

日
頃
の
生
活
の
中
で
火
災
予
防
を
呼
び

か
け
る
標
語
な
ど
、
形
式
、
様
式
の
指
定

は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
入
選
さ
れ
た
方
に

は
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

●
応
募
方
法
／
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・

年
齢
・
電
話
番
号
・
職
業
（
会
社
名
・

学
校
名
）
を
明
記
の
上
、
郵
送
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
有
田
川
町
に
在
住
ま
た
は
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
が
対
象
で
す
。

●
締
切
日
／
12
月
6
日
（
金
）（
当
日
消

印
有
効
）

●
応
募
先

・
郵
便
／
〒
6
4
3
‐
０
８
１
１
　
有

田
川
町
庄
1
0
4
2
番
地
　
有
田
川

町
消
防
本
部
予
防
課
「
防
火
の
詩
」
募

集
係
宛

・
E
メ

ー

ル

／fire119@
tow
n.

aridagaw
a.lg.jp

●
そ
の
他

・
発
表
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
当
消
防
本
部
に

帰
属
し
、
原
則
返
却
は
し
ま
せ
ん
。

・
作
品
の
著
作
権
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
な
ど
の
責
任
は
当
消
防
本
部
で
一
切

負
い
か
ね
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

休
日
や
夜
間
に
診
察
や
処
置
を
行
っ
て

く
れ
る
病
院
が
分
か
ら
な
い
と
き
、
和
歌

山
県
で
は
次
の
よ
う
な
情
報
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

 

和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

受
診
可
能
な
医
療
機
関
を
24
時
間
体
制

9

で
案
内
し
て
い
ま
す
。

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

 

和
歌
山
県
子
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

夜
間
や
休
日
に
子
ど
も
が
急
病
に
な
っ

た
と
き
、
す
ぐ
に
病
院
に
行
っ
た
方
が
い

い
の
か
、
様
子
を
見
て
大
丈
夫
な
の
か
、

看
護
師
（
必
要
に
応
じ
て
医
師
）
が
相
談

に
応
じ
て
く
れ
ま
す
。

☎
＃
８
０
０
０
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯

電
話
）

☎
０
７
３
‐
４
３
１
‐
８
０
０
０
（
ダ
イ

ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
）

●
受
付
時
間

・
平
日
／
19
時
〜
翌
朝
9
時

・
土
・
日
・
祝
日
／
9
時
〜
翌
朝
9
時

※
夜
間
は
診
察
や
処
置
が
で
き
る
病
院
が

限
ら
れ
る
の
で
、
日
中
体
調
が
悪
く

な
っ
た
ら
夜
ま
で
様
子
を
見
ず
、
病
院

の
通
常
診
療
時
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ

う
。

4

施
し
た
方
が
環
境
セ
ン
タ
ー
（
ご
み
処
理

場
）
へ
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

環
境
問
題
と
な
っ
て
い
る
酸
性
雨
に

つ
い
て
調
べ
る
た
め
、
平
成
30
年
度

（
2
0
1
8
年
度
）
に
町
内
3
カ
所
で
降

水
水
質
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

酸
性
雨
は
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料
を
燃

や
す
と
き
に
発
生
す
る
二
酸
化
炭
素
・
窒

素
酸
化
物
な
ど
の
汚
染
ガ
ス
が
大
気
中
で

酸
化
さ
れ
た
物
質
が
雨
に
溶
け
込
ん
だ
も

の
で
、
樹
木
や
魚
な
ど
の
生
き
物
、
建
造

物
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
酸
性
の
度
合

い
は
pH
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）
で
表
さ
れ
、

pH
5.

6
以
下
を
酸
性
雨
と
い
い
、
pH
の

値
が
低
い
ほ
ど
酸
性
度
は
高
ま
り
ま
す
。

分
析
し
た
結
果
、
酸
性
度
が
高
い
数
値

を
記
録
し
て
い
る
日
が
あ
り
ま
し
た
。
pH

は
気
象
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
要
因
に
よ
り

左
右
さ
れ
る
の
で
、
今
後
も
検
査
を
継
続

し
ま
す
。

年
末
ま
で
に
し
尿
の
く
み
取
り
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
11
月
26
日
（
火
）
ま
で
に

し
尿
収
集
業
者
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
11
月
26
日
（
火
）
を
過
ぎ
る
と
、
年

末
ま
で
に
く
み
取
り
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

※
12
月
28
日
（
土
）
か
ら
1
月
5
日
（
日
）

ま
で
の
間
、
し
尿
収
集
業
者
は
休
業
し

ま
す
。

●
吉
備
・
金
屋
地
域

・
上
田
衛
生
　
☎
５
２
‐
４
５
８
２

・（
有
）
武
田
清
掃
　
☎
３
２
‐
２
３
９
１

●
清
水
地
域

・（
有
）
武
田
清
掃
　
☎
３
２
‐
２
３
９
１

 

し
尿
く
み
取
り
に
つ
い
て
お
願
い

●
便
槽
内
に
異
物
・
油
な
ど
が
混
入
し
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

し
尿
に
た
わ
し
や
雑
巾
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
、
浄
化
槽
内
部
の
汚
れ
た
部
品
な

ど
の
異
物
が
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
清
掃
業
者
や
点
検
業
者
の
報

告
書
な
ど
を
確
認
し
、
浄
化
槽
内
部
が

壊
れ
て
い
る
場
合
は
修
理
し
て
く
だ
さ

い
。異

物
は
し
尿
を
処
理
し
て
い
る
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
処
理
設
備
が
故
障

す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。
修
理
に
は
多

額
の
費
用
が
必
要
と
な
り
、
修
理
期
間

中
は
処
理
設
備
が
稼
働
で
き
な
い
た
め

処
理
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

●
く
み
取
り
ホ
ー
ス
が
通
る
通
路
や
く
み

取
り
口
に
、
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

●
毎
年
1
回
は
浄
化
槽
の
く
み
取
り
・
清

掃
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
一
環

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
ご
み
袋
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実

施
す
る
に
あ
た
り
、
ご
み
袋
が
必
要
な
方

は
環
境
衛
生
課
（
吉
備
庁
舎
2
階
）
ま
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
収
集
し
た
ご
み
は
無

料
で
処
分
で
き
ま
す
。
環
境
衛
生
課
で
手

続
き
し
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実

pH pH pH pH
1 71
7 17

7 >1 7
1 1

>1 17
7 17 17

8 >1 17

1
1


